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 ジャパン・クリエーション2008Ｓ/Ｓが、９日

から１１日まで東京・有明の東京ビッグサイト

で開催されています。昨年からスタートした

「春夏展」は、会場を前回の平和島・東京流

通センターからビッグサイトに移し、これにと

もない出展企業も前回の１７４社から２０７社

に増加しました。 

 一昨年にまとめられたＪＣ改革によって、昨

年から年２回開催となったほか、会場をプロ

モーション・ゾーンとビジネス・ゾーンに分

け、ビジネスに直結した内容になりました。

今回は、新たに“産産学学コラボレーション”

として「ＪＡＰＡＮ Ｔｅｘ－Ｐｒｏｍｏｔｉｏｎ」を新

設。これはテキスタイル企業とのコラボレー

ションによって、デザイナーや学生のテキス

タイルに関する知識を高めてもらおう、という

のが目的で、これまでの「産学連携コーナ

ー」を発展させたものです。

初回は、「匠の技：テキスタイル＆プリントクリエーションの軌跡」をテーマに、６０～８０年代のプリント素材コレクションを展示するなど、さまざ

まなプリント・デザインが紹介されています。  

  また、昨年の２００７Ａ/Ｗからジャパン・クリエーションの応援企画として開催されている「ＴＯＫＹＯ ＦＩＢＥＲ ＲＥＶＩＥＷ」では、４月に東京・

青山で開かれた「ＴＯＫＹＯ ＦＩＢＥＲ ‘０７ ＳＥＮＳＥＷＡＲＥ」の記録映像と参加クリエーターによるフォーラム（９日、１０日）が行われていま

す。 

なお、話題のブースや商品紹介はブログで常に更新しますので、ご覧ください。 

 

JCのブログはこちらから 
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 「インデックスコーナー」はテキスタイル・トレンドではなく、ジャパン・クリエーションに出展したテキスタイル企業の最新作を、最終製品のア

イテム別に編集したものです。この編集方法は昨年と同じで、テーマは（1）アウター／重衣料、（2）カジュアル／ジーニング、（3）インナー／

軽衣料、（4）フォーマル、（5）スポーツ／機能素材、（6）リビング、（7）環境／エコロジーの７つです。 

 ここでの目的は、来場された方々にアイテム別の素材傾向を見ていただくのが第一ですが、それと並んでテキスタイル企業の人たちに「ど

のような素材が、どんなアイテムに使われているのか」ということを学習してもらいたい。最終製品のアイテムを想定して物づくりしていく。こ

れを学んでほしい、という狙いがあります。 

 冒頭に「インデックスコーナー」はトレンド発表とはちがう、といいましたが、それでも集まったテキスタイルを編集してみると、時代の傾向が

見えてきます。その代表例が、まず上質な素材のウェートが増えていること。そして、表面がフラット、つまりクリアな仕上げになっていて、そ

こに微妙な表情がつけられていること。それとともに光沢感のバリエーションが広がっている。光沢のあるテキスタイルが主流とはいえない

までも、確実に裾野を広げているのも特徴です。 

 テイストでいえば、これば市場ニーズの反映といえるのかもしれませんが、いぜんとしてフェミニン、ロマンチックなものが根強く、シーズン

だけでなく年間を通しての傾向になっています。 

 一方、テクニカルな部分は表面的に見えにくいものですが、それでもハイテク素材が登場しています。その典型例が、１８５番手のウールと
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